
電機･制笹口
電動力応用

制御装置及び器具

電源装置

昭和50年の我が国の経済は,期待されていた景気の立直りを見ないまま

に経過し,特に電機･制御の応用分野の主力となる民間設備投資は低迷し

た｡しかし,低騒音,省エネルギー,バッケ”ジ化など社会的,経済的ニ

ーズの解i央に正面から取り組んだ技術開発に数々の成果を挙げることがで

きた｡今後,本格的に迎えるであろう低成長下経済においては,真の技術

ニⅥズの創造的把手屋こそ節一 一に要請されることと考えられる｡

電動機に対する低騒音化二【ズは,年を追うごとに厳しさを増し,近年

は,70dB(A)以下の要求も普遍化しつつある｡これに応じて,低圧かご形

モートルの70dB(A)シリーズの展開を完成した｡また試験機用高速(6,000

rpm)直流電動機も74dB(A)という低騒音化にも成功した｡

近年,大形ポンプ場などの省電力運転の要請はますます強くなっている

が,これとともに,水道水の供給信栢件の要求も高まっており,ニの∴つ

を満足させる画期的な速度制御方式としてサイリスタクレーマ方式を開発

し,東京都水道局へ納入した｡本方式は,瞬時停電に強い,高調波問題を

伴わない,力率が良いなど,数々の持去をもつものである｡

従来,速J要制御方式の主流は電圧制御方式であったが,近年,サイリス

タ式可変周波電子原(AVAF)の進歩に従い,周波数制御方式が実用化の段ド皆

を迎えつつあるが,圧延機用テーブル ローラの揃速制御に多数台のかご形

誘導電動機を電†充形インバータで駆動する方式を実現した｡

制御システムのエレクトロニクス化の面では,マイクロコンピュータ

"MINIDIC''による圧延機の自動位置決め制御やコンテナクレーン自動運
転制御のDDC(直接計算利子卸)化を完成した｡また構内ないし場内の制御

ケーブルコニ事の合理化を図るための場内多重信号伝送装置の開発を完了し,

システム全体としての合理化と高信束酔｢生化を図った｡なお,最も古くから

行なわれてきた巻線形誘導電動機の二次抵抗制御にコンパクトでメインテ

ナンスフリー,且つ経済的なサイリスタ コントローラを実用化した｡

電源装置については,新しく｢消防法+で決定された防災用キユーピク

ル式自家発電設備を開発し,屋内形,屋外形の2種類をシリーズ化し,社

会的に高まるビル防災の声に即応し,毎月数十台の生産体制を確立した｡

静止形無停電電子原装置"HIVERTER''(ハイパータ)は,今回,5～10kVA

の小容量器を完成し,これによr),5kVAから500kVAに至るフル シリー

ズの開発を完了し,多数の納入実績を挙げることができた｡

終わりに,51年度を展望すると,サイリスタ モⅥタ,サイリスタ クレー

マなど,パワー エレクトロニクスの普及,信号伝送装置,ス”パ(遠隔制

御装置)などによる制御システムのトータルなエレクトロニクス化の実現及

び従来製品のよりいっそうの改良ブラソシアソプが行なわれるであろう｡
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電動力応用
低騒音形高速直…充電動機

接近山動車.1二葉では,自動車騒音公

子手の研究が進んでいる｡ニれに対処す

るため各椎試験機の低騒肯化の要求が

高まってきた-)この要求に答えて,ト

ヨタ自動車_‾l二=業株式会社に,自動車駆

動系部品の性能,耐久試験機用駆動源

とLて90kW面丁充電動機(【司1)を納入

した(,本機は定格回転速度6,000rpm(強

制給油ころがり軸′壬,全閉内冷形)の高

速電動機であるが,エアーク】ラー及

び循環通風用フ7ンを電動機上部に設

置し,軸貫通部に特に名▲膚､を･払った巧守

殊構造の防二汗アウトカバーを才末用する

ことにより,騒音値74dB(A牛引生,6,000

rpm,1.5mにおし､て)という低騒吉化

を一連成した｡

高速･高スラスト荷重用立て形

誘導電動機を完成

高速･立て形誘導電動機の支えるべ

きスラスト荷卓は,単機谷量の増大と

ともに増力‖しており,特に二極機にお

けるスラスト荷重の増加には著しいも

のがある｡

日立製作所は,この岳スラスト荷重

化に対処するため,高速･高スラスト

荷重用のスラスト軸′受を開発し(図2),

その適用第1号機470kW誘導電動機(2

梅,60Hz)を顧客に納入した｡この新ス

ラスト軸′要は,回転数3,600rpmにおい
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図l 低琴蚤音形高速直流電動機

匡12 高スラスト荷重用2極立て形誘導電動機

図3 低塩昔モートル〔132kWTFON-KK ZP70dB(A)〕

て,従来の軸ノ壬に対し約6倍に当たる

8tもの高スラスト荷重を支えることが

できる画期的なものであり,ノト後予想

される高速･満スラスト荷重用立て形

誘導1五動機に対する顧1存のニーズに 卜

分対処できるものである｡

イ氏騒音モートルア0dB(A)シリー
ズへの展開

低圧かご形モー1トルの低騒音化への

要求は,騒音公吉防止,作業環境改善

などの点から高まっており,需要は増

加している｡これに対処するため,中

一存岩槻桔を中心に既に75,80,85各dB

(A)の標準シリーズを発売し好評を得

ているし)更に高度な要求に答えるため,

主な騒音源である冷去‖扇同阿の構造諸

元を改良し,また消青器構造に関する

新技術を開発して,従来より減音量の

大きい消音器を完成した｡これらの改

良により,70dB(A)シリーズへの展開を

可能とした(図3)｡主な特長は,(1)標

準モートルとわく番適用が同一,(2)消

音器構造が簡単で,保守点検が容易,

などである｡なお,より低騒音シリー

ズをも目下ノ検討中である｡

東京都水道局向け1,900kWサイ

リスタ クレーマ セット

東京都水道局二三園浄水場向け1,900

kW2セット,1,450kW3セットのサイ
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図5 マイクロ コンピュータ応用制御装置例
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マイクロコンピューター＋専用プロセス入出力回路部分

(a)位置決め制御の機能

リスタ クレーマ セットをこのほど完

成した(l司4)｡

水道用の大容量ポンプの馬l束動装‾置に

は,性能が良く保守取扱いが容易で,

しかも電源じょう乱(瞬時停電:0.6秒

間程度)によりポンプの緊急停止がひき

起こす断水や濁水をなくすことが要求

される｡

声こ∨

嘩轟

本クレーマ セットは,世界で初めて

のサイリスタ クレーマ方式による可変

適駆動装置で,ユーザーの提案を製品

化したものである｡すなわち,従来の

静_LLニクレーマにおける直i充機の代わり

にサイリスタ モMタを使用したもので

ある｡瞬時停電時にも支障なく運転で

きるよう特別な配慮を払っている｡

藤㌦一哉

図4 サイリスタ クレーマ セット
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テーブル ローラ用言寿≦導電動機

のインノヾ一夕駆動方式

直流電動機は速度制御性能が優れて

いることから,広く一般産業用に使用

されている｡特に,ミルのテーブル ロ

ーラにおいては急加減速,正逆転,更

に泣こい速度利子卸範囲が必要であるため,

直i充電動機を多数台使用している｡し

かし,産業界全般において省力化の重

要性が強く認識されるようになり,メ

インテナンスフリーの立場から交流電

動機を可変周波電源で駆動する方式が

i主目されるようになった｡

そこで,ミルのテーブル ローラを対

象として多数台のかご形誘導電動機を

電i充形インバータで馬区動する方式を研

究し,従来の直流電動機と同程度の性

能をもつ装置を開発した｡

主な特長としては,

(1)電動機としてかご形誘導電動機を

使用するため,摺動部分がなく完全密

閉構造とすることが可能であり,保守

点検の省力化ができる｡

(2)可変周波電源として電i充形インバ

ータを使用しているため,電圧形に比

べてコストパーフォーマンスの点で有

利である｡

(3)多数台のかご形誘導電動機の揃速

制御ができる｡

(4)出力電圧/周波数の一定制御を行な

うことにより,かご形誘導電動機の定

トルク制御ができる｡

(5)従来の直i充電動機と同等の制御性

能が得られる｡
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(b)ハードウェア構成

なお,今回開発した駆動方式はミル

のテーブル ローラ以外に紡糸機や抄紙

機などの一般産業機械の駆動用として

も応用できる｡

制笹P装置及び器具

マイクロ コンピュータ応用制

j卸装置

マイクロ コンビュMタの出現によっ

て,DDC(Direct DigitalControl)

表l 信号伝送装i葺の標準仕様

磯.械

システムの構成は従来の大形コンピュ

ータにより一括処理する集中形から,

個々の制御ごとに分散処王翌する分散形

へと移行している｡

圧延機制御における位置決め制御･板

J享制御･減速停止制御,その他DDC

の分野の制御装置を,このマイクロ コ

ンピュータと,各制御専用のプロセス

入出力回路とを組み合わせて構成する

ことによって,個々の制御装置をイン

テリジェント ターミナルとするととも

に,ワイヤード ロジックで構成した装

項 目 仕

伝送信号数 最大32

入 力 信 号 三言芯'1諾VJ38･4W
出 力 信 号

接点信号
AClOOV O.2A,AC200V O.1A.DClOOV O.2A

伝送可能距離 最大2km

応 答時 間 30ms 以下

電 源 AClOO/110V,200/220V50/60Hz両用

432

ぜ

岩室

ーーーーーーーー480

造

注:単位=mm

周 囲温度 一5～＋550c

置よりも高密度小形化が可能となる｡

また,これらの装置は規格統一化され

たキユーピクルに収納され,寸法の統一

を図るとともに前面からすべてイ呆守点

検できるように配慮されている(図5)｡

信号伝送装置

最近,システムの規模拡大や複雑化

に伴い現場機器が広範囲に分散し,中

央監視盤からの配線数や配線距維が増

大している｡このため,全工事費に占

める配線工事費の割合が増加している｡

本装置はこれを解決するために,多数

の並列信号を時分割直列信一号に変換し,

1対の配線で伝送するものである｡主

な特長を次に述べる｡

:1)配線工事費の大幅削減

:2)分散したシステムの集中管理が可能

:3)信号の移設,増設の容易性

こ4)高信頼性

本装置の標準仕様を表1に示す｡

新レオナード制御装置シリーズ

顧客ニーズの把‡鼠 既納品種動実績

の解析により,安全で操作しやすい新

制御装置を指向し,総合的なモデル チ

ェンジを実施した｡新シリーズでは特

に機器の信頼性,保守性及び安全性の

向上を追求し,機能的な実装でコンパク

トにまとめ,各用途に最適な機種を選

定できるよう,シリーズの充実を図った｡
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図8 F形(左)及びUNISTAR-999形(右)コントロール センタ
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lMサイリスタ コントローラの

開発

従水.巻線形誘中電J軌機の油性制御

装置とLて,∴二大一紙抗制御,セルビウ

スなどがあるか,ノトl口1二れらに力=えて,

IMサイリスタ コントローラを完b丈L

た(図71しつ

ニグ)装置は,近午肯Lく発達したパ

ワr エレクトロニクス技術を用いた比

較的′ト規佗で､手車引二利用できる油性

利子卸装置であり,巻線形誘j導電動機の

∴二大制御を,高速サイリスタ チョッパ

を用し､て無才妾ノ∴･二化L,制御精性のr‾戸り卜

と速度の連続叶変を可能にしたもので

あるt_.

卜･下水道†‖終椎ポンプ放び-･舟辻耗

菓用フ丁ン,ブロワなどに適用でき､

以下の牛古土主をもっている｡

(1)構成がシンプルで,j‾l_つ高イ三根性,

什も価格であるr､

(2)連続叶愛で良好な音別御精性をもつ(=

(3)保`-､1:が答易である()

コントローノレ センタ新シリーズ

ー
ー般痺業や電力のシステムの‾ノこ形化

に伴うイ言束則隼,安全性のIr･]上など,駐

近の要求に答えた600V以下のモートル

の集中制制に斉を適なコントロール セン

タF形及びUNISTAR-999形の2機種

(図8)を完成した｡

F形コントロール センタは,安全性,

経満作を追求し,主に二大のような特長

をもち一一般産業別に数多くの′実績をも
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も

っている｡

(1)母線間隔が人きく､また限流しゃ

断器の採用でしゃ断容量が大きい〔最大

75/50kA(460/220V)〕｡

(2)最低5Aの低定格しゃ断器を採用

し,保護協調がより安全である｡

(3)漏電リ レーを挿人Lてもユニット

は大きくならないrJ

UNISTAR-999形は 一舟辻産業HJ及び

電力用に適月]され,主に次のような特

上壬をもっている､)

(1)主回路は電子原側,負荷側とも自動

連結とし,制御回路はプラグ式である

ため,ユニットのiJ川1し,交操が谷場

である-)

(2)佃面形の場合,ダブル母線を採用

しているので,前面ユニット と後向ユ

ニットの交換が極性変更なしに可能で

ある(-

電源装置

防二災用キユーピクノレ式自家発電

設備のシリーズ完成

新Lく｢消防法+で追加規定されたキ

ユーピクルJじ自家発電設備の某準(昭和

50年告示第+こ号)に其づいて,従来別置

きとしていた自動始動盤,始動用直子充

電源装置,主回路切換磐,燃料タンク

など運転こに必要とするすべての機器を

--一一つの外相に収納したキユーピクル式

自家発電設備を開発し､!室内形,屋外

形の2椎葉頁をシリーズ化Lた｡

本装置(図9)は従来の不燃材料で区

画された発電機寺川の三iを′以､要とせず,

変電設備宇,機械‡i,ポンプ宇などに

簡単に設置することができ,既存建三物

への設置には塙立通の発屯設備であり,

時代の要求に即J芯Lた製品である｡

静止形無停電電源装置

HlVERTER-200

静_1卜什壬無停電電i原装置HIVERTER

(ノ､イバー¶タ)は,大容量(75～500kVA)

のHIVERTER-3400(従来品HIVER-

TER-3300の改良機種),中･/ト容量(10～

50kVA)のHIVERTER-1000F及び

400Hz用HIVERTER-4000(75kVA)

の3シリーズを開発,製作し納入してい

るが,/卜回,小谷呈(5kVA,10kVA)で

オンライン端末機,汎用制御電イ一計算機

用電才原としてHIVERTER-200(図10)

を開発L,HIVERTERシリーズの拡充

を図った｡HIVERTER-200の主な特

長としては,

(1)パルス幅変t凋方式(多数回転流方

式)により,主1L!+路･制御山路の部品

を大幅に低i成し,寸法･信束副生の向_L

を図った｡

(2)浮動充電万上℃とし整†充器･インバー

タを一向とし,コンパクトにまとめた

〔幅750×奥行1,000×高さ1,700(mm)〕｡

(3)あらゆる負荷に対し安∠右に動作し,

負荷側事故に対する保護協調が完全で

高信相度をもっている｡

(4)低騒音(55ホン以下),高効率(DC-

AC:85%以上)などである｡

図9 防災用QDE-80

(100/l15kVA)キユー

ピクル式自家発電設備

芦+r∫卜冊

表

図10 HlVERTER(ハイパータ)-200

25




